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目的

有価金属の分離回収は，環境保護や枯渇性資源の保護において非常に重要である．近年，低電荷密度

陰イオン交換膜を用いて，静電気的反発を利用した有価金属の分離，回収に関する研究が行われている．

低電荷密度陰イオン交換膜は，通常の陰イオン交換膜よりも膜内の正の固定電荷密度が低い膜である．膜

の電荷とイオンの電荷との静電気的反発力の差により，電荷数の大きい陽イオンは膜を透過しにくい

が，電荷数の小さい陽イオンは膜を透過しやすい性質を持つ．それより，同符号で異価数陽イオンの分

離が可能になると考えられている．しかし，イオン交換体の含有量や膜構造が分離性能に与える影響な

ど関する詳細な検討は十分ではない．本研究は，イオン交換体の含有量を変わるなどして低電荷陰イオ

ン交換膜を作製し，膜の特性が，電荷数の異なる電解質の分離にどのような影響を与えるかを調査した．

方法

低電荷密度陰イオン交換膜は，膜母体であるポリビニルアルコール（PVA）とイオン交換体であるポ

リエチレンミン（PEI）を所定の割合で混合し調製した．膜物性として含水量や引張強度を測定した．膜

を通した透過測定では，膜を透過セルに挟み，一方には 1 mol/kg NaCl，MgCl2または AlCl3水溶液を，

もう一方には純水を置いた．各電解質の純水側への透過量を電気伝導度計により測定することでそれぞ

れの電解質の透過流束と，MgCl2または AlCl3の透過流束を NaClの透過流束で除することで選択透過性

を算出した．

結果

PVA のみの膜は破損しやすい膜だったが，PEI の添加により，明らかに膜の強度は弱くなった．ただ，

弾性が増加した．透過実験においては，いずれの膜においても，電解質の透過量と時間との間には線形

関係が成り立った．その直線の傾きから，単位時間単位膜面積当たりの各電解質の透過流束を算出した．

AlCl3の透過流束はMgCl2の透過流束より小さかった．MgCl2の透過流束は NaClの透過流束より小さか

った．NaClに対するMgCl2の選択透過性は 1/4に，NaClに対する AlCl3の選択透過性は 1/8に抑制され

ることが分かった．これは，電荷数の小さな Na＋イオンより，電荷量の大きなMg2+と Al3+の方が膜

の電荷との静電気的反発が大きかったためではないかと考えられる．各電解質の透過流束は PEI含有量

が多いほど小さくなる傾向を示した．
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